
資料４

設　　　　　問 評価

3.2１５ 学校では児童や学年に応じた働くことの意義や目的などを学ぶ機会を設けている。

3.4

3.4

3.2

1.8

2.6

2.6

3.2

2.8

3.2

１１

１２

１３

地域や外部ボランティア、ゲストティーチャーを活用することにより、学習内容の充実が
図れた。

事後評価し、次年度の参考になるよう記録を残した。

重点努力目標や具体的な取組を意識して取り組んでいる。

学校評価等を生かして、学校や授業改善に取り組むことができた。（学級経営案での振
り返り、授業や行事などのＰＤＣＡ等）

学校行事、学校公開や学年での取組を通して、保護者や地域の方に授業や子どもの様
子を公開することができた。

各種便りや新聞、ホームページ等を通して、保護者や地域の方に学校の取組や子ども
の様子を知らせた。

教員同士の授業参観やその授業での指導方法や指導内容について意見交換を行い、
教師としての力量向上に努めることができた。

外部講師の講義や研修で学んだことを授業で活用することができた。

校務分掌について、仕事が特定の人に集中せず適切に分担されていた。

提案事項について、よく検討することができた。

報告・連絡・相談体制が機能し、互いに協力し合えた。

行事の精選、定時退校日・部活動なし期間の設定等の職場環境の整備やそれに伴う意
識改革が進んだ。

学校でけがをしたり、体調が悪くなったりしたときの対応が適切である。

学校は、非常災害時や不審者対策など緊急時の対応ができている。

保護者との連絡や意思疎通を積極的に行っている。

８②

８③

８④

９①

１０①

１０②

１０③

９②

１０④

５②

５⑥

５⑥

児童が進んであいさつができるよう指導した

担任は、１日の生活の中でクラスの児童全員と言葉のやりとりをした。担任以外は、積極
的に児童とのコミュニケーションをとった。

職員間で、児童のよいところを伝え合った。

3.3

2.8

3.3

3.4

2.9

６①

６②

６④

７①

児童に歯磨きをするよう指導できた。

児童への食育の指導の中で、バランスよく食べるよう指導した。

児童が、なわとび運動に目標をもって取り組むよう指導した。

必要に応じて家庭や地域に向けて人材募集を行った。

７②

７③

3.2

3.4

3.1

2.5

3.1

3.2

2.9

3.4

2.9

１４ 学校がきちんと整備されていて、教育の場としてふさわしい。

８①

タブレット端末を活用して、プログラミング的思考の育成を意識した授業を行うことができ
た。

2.6

４③ 2.6

４④ 3.2

児童会活動において、高学年が役割を果たすことができるよう指導した。（企画運営委
員会、代表委員会、委員会、縦割り班等）

児童が運動会、学習発表会、お楽しみ集会などの行事に進んで取り組むよう指導した。

４① 2.8

４① 2.7

問題解決的な学習を取り入れたり、体験的な活動と関連付けた授業を組み立てたりしな
がら、計画的に授業を行うことができた。

道徳の授業において、多様な感じ方や考え方が引き出される発問の工夫をすることがで
きた。

動作化や役割演技など、児童の表現方法を工夫した授業の展開を考えることができた。

道徳の授業における学び合いを通じて、児童が多面的・多角的に物事を考えることがで
きた。

ワークシートなどを蓄積し、児童の成長の様子を見取ったり、指導に役立てたりすること
ができた。

４①

５①③ 3.6

3.4５③

令和元年度　職員用アンケート集計結果　（Ｒ１．１２実施）

１① 3.1

２① 2.9

１④ 3.3

基礎学力定着のために、反復練習の指導を工夫した。

算数の時間に「本読み計算」を実施した。

家庭学習の量や内容を見直し、必要に応じて改善した。

漢字・計算コンクール・本読み計算等を通して、基礎学力が身についたかどうかの確認
をし、個に応じた指導を行った。

単元構想の中に「学び合い」を位置付けて、実践し、分からないことを聴いたり、考えを
聴き合ったりさせることができた。

２③ 2.7

１② 2.8

１③ 3.1

ペア学習やグループ学習において、考えの伝え方・聴き方・つなぎ方について発達段
階に応じた指導をすることができた。

2.8

３④ 3.5

３① 2.2

３② 1.6

２④ 3.0

２⑤ 2.4

プログラミングができるソフトを利用した出前講座を行うことができた。

３・４年担任　外国語を「聞くこと」「話すこと」に慣れ親しませるために、担任を中心とした授業実践を行った。

５・６年担任　外国語を「聞くこと」「話すこと」に加え、「書くこと」に慣れ親しませるために担任・専科を中心と
した授業実践を行った。

３③

「学び合っていること」や「寄り添って一緒に考えていること」を褒めることができた。

クラスの実態に合わせ、「学びたい」という意欲がもてるようなジャンプの課題を設定する
ことができた。
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よくあてはまる どちらかというとあてはまる

どちらかというとあてはまらない あてはまらない


